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高校再編計画（後期計画）に関する意見交換会（第２回） 

【胆江ブロック】 

        と き  令和２年７月 29日（水）18時 00分～19時 30分 

        ところ  岩手県立水沢高等学校 

 

〔次第〕 

 １ 開会 

 ２ 県教育委員会挨拶 

 ３ 計画案の概要説明  ※一旦、資料についての質問時間を設けます 

 ４ 意見交換 

  （1）後期計画の基本的な考え方等について （視点１） 

  （2）後期計画の具体的な取組について   （視点２） 

  （3）その他 

 

 

 

 

【意見交換について】 

(1) 後期計画の基本的な考え方等について （視点１） 

・ 後期計画（案）では、新たに「生徒の希望する進路の実現」と「地域や地域産業を担う

人づくり」の２つを基本的な考えとしております。 

 

・ この基本的な考え方など、計画全体について御意見を伺います。 

 

(2) 後期計画の具体的な取組について （視点２） 

・ 後期計画（案）では、生徒にとってより良い教育環境の実現に向け、１学級校の維持等、

原則として現在の学校、学科及び学級規模をできる限り維持することとしております。 

 

・ また、盛岡市内の高校への生徒の集中を緩和し、学校規模の大きさを生かした特色ある

教育活動の実施に向けた盛岡ブロックにおける統合や、地域産業を担う人づくりに向け

て、地域の産業教育の拠点となる専門高校等の整備のための県南地域、宮古ブロック及び

二戸ブロックで専門高校等の統合も行うこととし、県南地域においては、水沢工業高校、

一関工業高校及び千厩高校産業技術科の統合案をお示ししました。 

 

・ この具体的な取組について御意見を伺います。 

 

(3) その他 
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地域検討会議等で寄せられた意見の反映状況等 

 意見等 反映状況等 

１ 
・ 岩手の高校教育の未来像を明確にし、高校

再編の目指す方向性を示すべき 

・ 「生徒の希望する進路の実現」と「地域や地域産業を担う

人づくり」の２つを基本的な考え方とする 

２ 

・ 中学生の選択肢を確保するべき 

・ 教育の機会を保障することは重要 

・ 多様な進路希望に対応した学校・学科を配

置するべき 

・ 各ブロックにおける現在の学校規模をできる限り維持する

ことで、学びの選択肢を確保する 

・ 生徒の多様な進路実現に向けて、７学級校等の学校規模を

確保し、学科も維持する 

３ 

・ 地元の高校の存在は大きく重要な役割を果

たしていることから、小規模であっても存続

させるべき 

・ 地域を担う人材の育成が必要 

・ 小規模校の維持と教育の質の充実が必要 

・ １学級校等、小規模校をできる限り維持し、多様な分野の

学びも確保するとともに、教育内容の充実を図る 

・ ＩＣＴ等の活用による新たな学びを推進し、教育内容の充

実を図る 

４ 
・ 盛岡市内への生徒の集中緩和に向けた対応

が必要 

・ 盛岡ブロックの盛岡南高校と不来方高校を統合し、体育、

芸術、外国語等の特色を生かした教育を実践する 

５ 

・ ものづくり産業や地域産業を担う専門人材

の育成が必要 

・ 地域に根ざした専門教育の充実が必要 

・ 県南地域において統合を行い、産業人材のニーズに幅広く

対応できるよう、規模の大きな工業高校を設置する 

・ 宮古ブロック、二戸ブロックにおいて統合を行い、各専門

分野に関する特色ある学科等の機能を維持し、地域の専門教

育の拠点となる高校等を整備する 

６ ・ 小規模校の魅力化に取り組んで欲しい 
・ 令和２年度から、新たに小規模校を対象とした「高校の魅

力化促進事業」を推進し、魅力づくりに取り組む 

７ 
・ ＩＣＴ等の技術を積極的に導入し、教育の

質の向上を図るべき 

・ 令和２年度から、新たに「県立学校ＩＣＴ機器整備事業」

を推進し、ＩＣＴを活用した教育環境の充実を図る 

８ 

・ 少人数学級を導入するべき 

・ 教育の質を維持するため、小規模校には教

員の加配をするべき 

・ 国に対して従来の教職員配置基準の見直しを要望してきた

が、本年度からは特に、本県のような地理的条件を抱えた地

域における小規模校への配置基準の見直しの必要性も加え

たところであり、今後も要望を継続する 

・ 小規模校への教員加配等の措置を継続する 

９ 
・ 統合等により、教育の機会の保障ができな

い場合には通学支援を考えるべき 

・ 公共交通機関による統合先の高校への通学が困難となる場

合等には、他の地域との公平性も考慮した上で、具体的な支

援策について地域の意見も考慮しながら検討する 

10 ・ 県外の生徒を積極的に受け入れるべき 

・ これまで実施してきた葛巻町の山村留学等の取組に加え、

令和２年度入試から、県外からの志願者受入れを行うことと

し、平舘高校、住田高校、遠野高校、遠野緑峰高校、大槌高

校の５校で実施しており、令和３年度も拡大する予定 

11 
・ 中学生に対して、各高校の魅力等の情報を

発信して欲しい 

・ 県教育委員会では、県立高校各校の学習内容等を紹介する

「ハイスクールガイド」を作成し、各中学校に配布しており、

今後も内容の充実を図る 

 

資料No.３ 



学びの改革プロジェクト 令和２年度の取組について 参考資料No.１ 

県立学校におけるICT環境整備 

教育情報化の機運醸成 

【Ｒ２整備校】 20校 
 国指定ＳＳＨ：４校  岩手県版ＳＳＨ：８校 
 遠隔拠点校 ：６校   国指定研究校 ：２校 

【Ｒ２整備機器】   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 県立学校ICT機器整備事業 
   【新規】 235,712千円 

 ・ 県立高校にＩＣＴ機器等を整備  

普通教室等 

データセンター 

インターネット 

無線LAN集中管理システム 

いわて情報ハイウェイ 

５Mbps 

フレッツVPNプライオ 
（新規回線） 

1Gbps 

拠点ルータ 

CAT ６A以上 
(10Gbps対応ケーブル) 

校務系NW 学習系NW 

県 立 学 校  

基幹スイッチ 

ネットワーク分離 

３Ｆ 

２Ｆ 
 

１Ｆ 

大型提示装置 

映写対応黒板 

指導者用ＰＣ  

② 県立学校ICT機器整備事業 （R1繰越） 
  【新規】 1,427,760千円 

 ・ 全ての県立学校の普通教室等に無線LAN環境 
   等を整備  

実物投影機 

教員用 

図書室用 

無線ＡＰ 

③ 情報処理教育設備整備費（高校）  
  【継続】 155,655千円 

④ 設備整備事業（特支）  
  【継続】 13,847千円 
  ・ 県立学校PC室用機器整備（２in１PC、大型提示装置） 

    ⇒ 県立高校PC室、特別支援学校PC室のＩＣＴ機器の更新 

⑤ いわて教育情報ネットワーク整備費 
   【継続】 502,141千円 
 ・ セキュリティ対策強化のためのネットワークの改修整備 

⑥ いわて学びの改革研究・普及事業  
   【再掲】 34,044千円 

◇教育情報化普及推進事業  【新規】 1,366千円 
  ・ いわて教育情報化普及啓発セミナーの開催  
      ⇒ 市町村教育長等向け普及啓発セミナーの開催  
  ・ 教育情報化推進アドバイザーの派遣 

      ⇒ 市町村への教育情報化アドバイザー派遣 

                            

                            
 
 
 
 
  

                     

   

いわて学びの改革研究・普及事業 
小中高をつなぐ子どもの 
学びの履歴構築事業 

いわて進学支援ネットワーク事業 

大学入学者選抜改革対策事業 

⑥ いわて学びの改革研究・普及事業  
   【新規】 34,044千円 

◇ いわて学びの改革研究事業  
   【新規】 32,678千円 

 ・ 「いわて学びの改革研究チーム（岩手大・ 
    県立大・県教育委員会）」による実証研究 

⑧ 小中高をつなぐ子どもの学びの履歴 
  構築事業   【継続】 14,750千円 

・ 学力調査や学習指導の改善に向けた調査研

究・検討 

⑩ 大学入学者選抜改革対策事業 
   【継続】 3,289千円  

⇒ 教員の指導力向上（配信型授業の  
  研究等） 
 
 
 
 
 

                            

                  
 
 
 
  

                     

   

いわての地域国際化人材育成事業 

⇒ 英検ＩＢＡ受験 
 対象を中２から 
 高２にも拡大し、 
 段階に応じた分 
 析による英語力 
 向上策を実施 
 

 

ICT活用による 
総合的な 

学力向上施策 
の展開 

⇒ 学力調査の活用方法等の分析・研究 
  学習指導等の充実に向けた研究・検討 
 

 

 
 

 

⑨ いわての地域国際化人材育成事業 
     【拡充】 9,883千円 

            ・ 英語力の把握と分析  

⑦ 探究プログラム事業  
  【新規】 20,000千円   

 ・ 理科・数学の学力向上と科学的思考力 
   の育成 

⇒ 探究プログラム重点校（岩手県版  
   SSH）における理数教科に関する探究 
  的な学習を実施 
 
 
 
 
 

 

 
⇒ 研究指定校での実証研究 
研究指定校（高校）：３校 

研究指定校（小中）：４校 

・ ＩＣＴを活用した「主体的・対話的で深い学   
 びの実践・実証研究 

 ‣ 大型提示装置等と生徒用PCを連動さ 
    せた授業改善の実証研究 
 ‣ 民間企業と連携した教材コンテンツを活 

    用した個別最適化学習の実証研究（算 
    数・数学等） 

・ 遠隔教育の実証研究 

 ‣ 遠隔拠点校：７校 

・ 教員のICT機器活用スキル研修の実施 

 ⇒ 校種別ICT活用スキル研修 

・ ICT活用支援員の配置〔民間委託〕 

 ⇒ ICT機器の活用と研究の支援 

1Gbps 

      メールサーバ 
    ｐｔｆメール
webサーバ 
学校ホームページ 

委託 

高速化 

プロジェクトで目指す姿 

教員用 

フロアスイッチ 

PC教室用 

岩手県庁 

無線ＡＰ 無線ＡＰ 無線ＡＰ 

無線ＡＰ 無線ＡＰ 

無線ＡＰ 無線ＡＰ 無線ＡＰ 教員用 
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ＧＩＧＡスクール構想の加速（コロナウイルス対応緊急経済対策）【R2補正】 

⑪ 児童生徒１人１台端末整備事業 【新規】 78,406千円 
   ・県立一関一高附属中及び特別支援学校小学部・中学部の全児童生徒 

⑫ 家庭学習のための通信機器整備支援事業 【新規】 1,530千円 
  ・Ｗｉ-Fｉ環境等の整っていない家庭を対象にモバイルルーター等を貸与 

⑬ 障がいのある児童生徒の入出力支援装置整備事業 【新規】 9,594千円 
  ・視覚や聴覚、身体等の児童生徒の障がいに応じた入出力支援装置の整備 

⑭ GIGAスクールサポーター配置事業 【新規】 5,556千円 
  ・学校の１人１台端末等導入を支援するためのICT支援員の配置（民間委託） 

⑮ 遠隔学習機能強化事業 【新規】 4,764千円 
  ・遠隔学習の実施に向けたWｅｂカメラ等の通信機器の整備 

⑯ オンライン学習推進事業【新規】88,517千円 
   ・県立高校や市町村立小中学校におけるオンライン学習支援サービスの活用 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.irasutoya.com/2016/01/blog-post_88.html&psig=AOvVaw1aq8zDVwF5sExq1dkrR1ti&ust=1569035442659000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCOirgdS23uQCFQAAAAAdAAAAABAy
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.irasutoya.com/2016/03/blog-post_82.html&psig=AOvVaw26XoPkh5j4L1fZHFRxxx2T&ust=1569031191021000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCKj9peim3uQCFQAAAAAdAAAAABAq
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いわて地域担い手育成支援事業（高校の魅力化促進事業）について 

 

１ 事業の趣旨 

  小規模校において、地域と連携し、総合的な探究の時間等を活用した地域理解の学習活動の充実等

を通して魅力ある学校づくりに取り組むことで、生徒の未来を切り拓く資質・能力や自己有用感を育

み、岩手の産業や地域を支える人材を育成するとともに、小中学生の地元高校への理解と進学意識の

醸成を図る。 

２ 事業対象校 

沼宮内、葛巻、平舘、雫石、花巻農業、大迫、遠野緑峰、西和賀、水沢農業、水沢商業、前沢、 

金ケ崎、一関工業、花泉、大東、住田、釜石商工、山田、宮古北、宮古水産、岩泉、久慈工業、 

種市、大野、軽米、伊保内、福岡工業、一戸 

  ※大槌高校については、地域との協働による高等学校教育改革推進事業において事業実施 

３ 令和２年度の主な取組内容 

（１）高校生の地域理解の学習活動 

・ 市町村等と連携した地域の歴史や文化、観光資源を理解する講座 

・ 地域課題を考察し、町づくりに参画する探究活動等 

・ 地元産業界と連携した地域の産業を理解する講座 

（２）小中学生の地元高校の理解促進と進学意識の醸成への取組 

・ 小中学生を対象とした地域理解に関する探究活動の成果発表 

・ 学科や地域の産業を活かした出前授業やものづくり体験教室等 

４ 期待される効果 

（１）高校生 

・ 未来を切り拓く資質・能力を育成できる。 

・ 地域への関心・理解を深め、地域に対してより積極的な提言をする視点や発信力を身に付ける。 

・ 地域社会の課題とその解決に向けた探究的な学びを行うことで、郷土への誇りと愛着が醸成さ

れ、将来の地域の担い手としての意識を高めることが出来る。 

（２）地域住民や小中学生 

・ 地元高校が地域の将来の担い手を育成する魅力ある学校であると認識し、高校の取組に積極的

に参加する。 

・ 高校生による発表などにより、学びの広がりと自己肯定感の向上につなげることが出来る。 

（３）地域 

・ 地域の担い手を育成するために、地元高校と協働して学校魅力化や地域創生につなげることが

出来る。 

 

 

 

 

参考資料 No.２ 
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県南地域（胆江ブロック、両磐ブロック）の県立高校の状況 

１ 募集学科・在籍生徒数等（令和２年度：全日制） 

学校名 募集学科(定員) 
募集 
定員 

全 校 
学級数 

在 籍 
生徒数 

備考 

水  沢 普通(200)、理数(40) ※普通･理数くくり募集 240 18 693  

水沢農業 【農業】農業科学(40)、食品科学(40) 80 6 157 H30 学科改編(農業 3→2) 

水沢工業 【工業】機械(40)、電気(40)、設備システム(40)、インテリア(40) 160 12 457  

水沢商業 【商業】商業(40)、会計ビジネス(40)、情報システム(40) 120 9 324  

前  沢 普通(80) 80 6 156  

金 ケ 崎 普通(80) 80 8 154 R2学級減 

岩 谷 堂 総合(160)（６系列：人文科学、自然科学、生活･福祉、生物生産、産業工学、流通情報）  160 13 329 H31学級減 

一関第一 普通(160)、理数(40) ※普通・理数くくり募集 200 17 670 R2学級減(普通) 

一関第二 総合(200)（６系列：人文、自然、福祉、環境･ビジネス、環境･生活、ビジネス）  200 15 596 H30学級減 

一関工業 【工業】電気電子(40)、電子機械(40)、土木(40) 120 11 384 R2 学科改編(工業 4→3) 

花  泉 普通(40) 40 3 109  

大  東 普通(80)、【商業】情報ビジネス(40) 120 10 265 H31学級減(普通) 

千  厩 普通(120)、【農業】生産技術(40)、【工業】産業技術(40) 200 15 489  

２ 入試の状況             ※網掛けは学級減等を表す  ※一関第一高校は附属中からの内進生を含む 

学校名 学科 
H30 H31 R2 

定員 総受検者 合格者 定員差異 定員 総受検者 合格者 定員差異 定員 総受検者 合格者 定員差異 

水  沢 普通･理数 240 281 241 1 240 256 241 1 240 232 222 ▲18 

水沢農業 農業科学 40 35 34 ▲ 6 40 29 28 ▲12 40 41 40 0 

 食品科学 40 19 19 ▲21 40 27 26 ▲14 40 18 18 ▲22 

水沢工業 機械 40 48 40 0 40 25 36 ▲ 4 40 46 40 0 

 電気 40 31 37 ▲ 3 40 47 40 0 40 35 37 ▲ 3 

 設備システム 40 32 40 0 40 47 40 0 40 33 35 ▲ 5 

 インテリア 40 48 40 0 40 44 40 0 40 39 37 ▲ 3 

水沢商業 商業 40 23 29 ▲11 40 34 36 ▲ 4 40 44 41 1 

 会計ビジネス 40 33 38 ▲ 2 40 24 25 ▲15 40 31 39 ▲ 1 

 情報システム 40 60 41 1 40 44 40 0 40 52 42 2 

前  沢 普通 80 60 59 ▲21 80 57 53 ▲27 80 51 50 ▲30 

金 ケ 崎 普通 120 75 75 ▲45 120 59 58 ▲62 80 30 30 ▲50 

岩 谷 堂 総合 200 148 148 ▲52 160 102 102 ▲58 160 99 96 ▲64 

胆江ブロック計 1,000 893 841 ▲159 960 795 765 ▲195 920 751 727 ▲193 

一関第一 普通･理数 240 272 244 4 240 246 239 ▲ 1 200 239 205 5 

一関第二 総合 200 237 200 0 200 273 202 2 200 202 198 ▲ 2 

一関工業 電気 40 41 37 ▲ 3 40 26 24 ▲16 － － － － 

 電子 40 41 40 0 40 31 32 ▲ 8 － － － － 

 電気電子 － － － － － － － － 40 36 33 ▲ 7 

 電子機械 40 39 38 ▲ 2 40 40 40 0 40 44 40 0 

 土木 40 47 37 ▲ 3 40 32 29 ▲11 40 39 40 0 

花  泉 普通 40 47 40 0 40 36 36 ▲ 4 40 37 37 ▲ 3 

大  東 普通 120 82 82 ▲38 80 59 59 ▲21 80 64 62 ▲18 

 情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ  40 21 21 ▲19 40 21 21 ▲19 40 30 29 ▲11 

千  厩 普通 120 113 111 ▲ 9 120 97 96 ▲24 120 103 103 ▲17 

 生産技術 40 38 38 ▲ 2 40 45 40 0 40 29 29 ▲11 

 産業技術 40 31 31 ▲ 9 40 21 22 ▲18 40 32 32 ▲ 8 

両磐ブロック計 1,000 1,009 919 ▲81 960 931 840 ▲120 880 855 808 ▲72 
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 ３ 市町村の中学校卒業者の推移 (R2.5.1時点)  

 

 
４ 入学者の推計 (R2.5.1時点)  

 

 

 

R2年3月 R3年3月 R4年3月 R5年3月 R6年3月 R7年3月 R8年3月 R9年3月 R10年3月 R11年3月 R12年3月 R13年3月 R14年3月 R15年3月 R16年3月

奥 州 1,020 910 978 963 958 893 946 910 843 903 806 790 784 759 684
-110 68 -15 -5 -65 53 -36 -67 60 -97 -16 -6 -25 -75
-110 -42 -57 -62 -127 -74 -110 -177 -117 -214 -230 -236 -261 -336

*水沢 497 429 488 444 474 432 445 481 445 471
-68 59 -44 30 -42 13 36 -36 26
-68 -9 -53 -23 -65 -52 -16 -52 -26

*江刺 231 209 232 223 219 211 208 196 182 198
-22 23 -9 -4 -8 -3 -12 -14 16
-22 1 -8 -12 -20 -23 -35 -49 -33

*前沢 121 112 104 117 122 121 125 92 96 99
-9 -8 13 5 -1 4 -33 4 3
-9 -17 -4 1 0 4 -29 -25 -22

*胆沢 136 131 124 139 117 101 143 110 95 109
-5 -7 15 -22 -16 42 -33 -15 14
-5 -12 3 -19 -35 7 -26 -41 -27

*衣川 35 29 30 40 26 28 25 31 25 26
-6 1 10 -14 2 -3 6 -6 1
-6 -5 5 -9 -7 -10 -4 -10 -9

金 ヶ 崎 154 136 139 141 132 125 123 140 121 113 113 124 124 118 106
-18 3 2 -9 -7 -2 17 -19 -8 0 11 0 -6 -12
-18 -15 -13 -22 -29 -31 -14 -33 -41 -41 -30 -30 -36 -48

胆 江 1,174 1,046 1,117 1,104 1,090 1,018 1,069 1,050 964 1,016 919 914 908 877 790
-128 71 -13 -14 -72 51 -19 -86 52 -97 -5 -6 -31 -87

ブロック計 -128 -57 -70 -84 -156 -105 -124 -210 -158 -255 -260 -266 -297 -384

R2年3月 R3年3月 R4年3月 R5年3月 R6年3月 R7年3月 R8年3月 R9年3月 R10年3月 R11年3月 R12年3月 R13年3月 R14年3月 R15年3月 R16年3月

一 関 1,012 1,013 989 951 944 893 874 820 792 762 731 701 686 642 594
1 -24 -38 -7 -51 -19 -54 -28 -30 -31 -30 -15 -44 -48
1 -23 -61 -68 -119 -138 -192 -220 -250 -281 -311 -326 -370 -418

*一関 536 561 558 514 497 483 482 441 445 415
25 -3 -44 -17 -14 -1 -41 4 -30
25 22 -22 -39 -53 -54 -95 -91 -121

*花泉 100 102 105 105 102 110 111 92 81 85
2 3 0 -3 8 1 -19 -11 4
2 5 5 2 10 11 -8 -19 -15

*大東 98 112 90 98 112 80 76 78 58 73
14 -22 8 14 -32 -4 2 -20 15
14 -8 0 14 -18 -22 -20 -40 -25

*千厩 91 93 97 93 69 69 80 72 64 59
2 4 -4 -24 0 11 -8 -8 -5
2 6 2 -22 -22 -11 -19 -27 -32

*東山 51 42 34 45 50 46 39 40 42 35
-9 -8 11 5 -4 -7 1 2 -7
-9 -17 -6 -1 -5 -12 -11 -9 -16

*室根 36 28 34 30 33 34 20 22 28 25
-8 6 -4 3 1 -14 2 6 -3
-8 -2 -6 -3 -2 -16 -14 -8 -11

*川崎 36 23 20 14 25 18 19 23 20 22
-13 -3 -6 11 -7 1 4 -3 2
-13 -16 -22 -11 -18 -17 -13 -16 -14

*藤沢 64 52 51 52 56 53 47 52 54 48
-12 -1 1 4 -3 -6 5 2 -6
-12 -13 -12 -8 -11 -17 -12 -10 -16

平 泉 70 63 67 58 57 68 52 53 56 64 60 57 47 43 41
-7 4 -9 -1 11 -16 1 3 8 -4 -3 -10 -4 -2
-7 -3 -12 -13 -2 -18 -17 -14 -6 -10 -13 -23 -27 -29

両磐 1,082 1,076 1,056 1,009 1,001 961 926 873 848 826 791 758 733 685 635
-6 -20 -47 -8 -40 -35 -53 -25 -22 -35 -33 -25 -48 -50

ブロック計 -6 -26 -73 -81 -121 -156 -209 -234 -256 -291 -324 -349 -397 -447
卒業者 現中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１ 5才・4才 4才・3才 3才・2才 2才・1才 1才・0才

【入学者推計について】・過去３年間の入学実績、及び中学校卒業予定者数推移に基づいて算出したもの ・網掛けは40人以上の欠員見込みを示す  

           ・「参考値」は県境隣接協定における他県からの入学生の推計を加えた値   
           ・Ｒ２は実績値（入学者数は合格者数と異なることがある） 
           ・過去３年間に学級減等を実施した学校については、統計値が現在の募集定員を上回ることがある 

後期計画期間(R3～R7) 
※中段：対前年比、下段：対R2年比 

学校 学級数 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

水　沢 6 220 205 220 215 216 201 211 207 192 202 181 179 178 172 155
水沢農業 2 57 49 52 50 50 47 48 48 45 47 42 42 41 39 36
水沢工業 4 149 136 145 142 141 132 139 135 125 133 120 118 116 112 101
水沢商業 3 122 98 104 103 101 94 101 97 89 95 86 85 84 81 73
前　沢 2 50 49 49 51 49 48 49 44 42 45 43 42 40 38 35
金ケ崎 2 30 48 51 50 50 46 48 49 45 47 42 42 42 40 37
岩谷堂 4 96 102 112 108 107 101 102 101 93 99 89 88 87 84 76

計 23 724 687 733 718 713 670 698 680 631 668 603 596 589 568 514
19 18 19 18 18 17 18 18 16 17 16 15 15 15 13必要学級

学校 学級数 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

一関一 5 205 211 209 198 193 187 185 172 169 162 155 149 145 136 126

参考値 217 215 204 199 192 190 177 174 168 160 154 151 142 131
一関二 5 197 186 185 178 174 171 167 155 152 148 140 135 131 123 113

参考値 188 186 180 175 173 168 156 154 150 142 136 132 124 115
一関工業 3 113 122 121 115 113 111 108 100 99 96 91 87 85 80 74

参考値 123 121 116 113 111 109 100 99 96 91 88 85 80 74
花　泉 1 37 35 35 34 33 35 35 30 28 28 25 24 23 22 20

参考値 36 36 36 35 36 36 31 29 29 26 25 25 23 21
大　東 3 91 91 78 83 92 73 67 69 59 64 61 59 58 54 50
千　厩 5 163 143 143 138 135 127 120 120 117 110 111 107 104 98 90

参考値 145 145 140 137 129 121 122 119 112 113 109 106 100 92
計 22 806 788 771 747 741 703 682 646 623 607 583 560 546 512 473

21 20 20 19 19 18 18 17 16 16 15 15 14 13 12
799 782 758 752 714 692 656 633 618 594 571 556 522 484

21 20 20 19 19 18 18 17 16 16 15 15 14 14 13

必要学級
参考値計

参考値必要学級数
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令和２年度の入試状況について（県立高校全日制） 

 

年 度 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ２ 

中 学 校 

卒 業 者 数 ※ 
12,083 12,081 11,929 11,379 11,138 10,680 

募 集 定 員 10,200 10,200 10,120  9,800  9,440  8,960 

総受検者数  9,722  9,952  9,660  9,102  8,751  8,110 

合 格 者 数  9,013  8,989  8,673  8,475  8,044  7,491 

欠   員  ▲1,187  ▲1,211  ▲1,447  ▲1,325  ▲1,396  ▲1,469 

調整後志願倍率 0.93 0.94 0.92 0.90 0.89 0.87 

 
    ※ 学校基本統計による（H31までは卒業者数、R2は R元５月時点の中学校３年生の人数） 
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令和２年度岩手県立高等学校募集定員・合格者数等（全日制）  

盛岡第一 普通・理数 普通・理数 280 283 3 340 高    田 普通 普通 120 103 ▲17 103
盛岡第二 普通 普通 200 205 5 216 水産 海洋システム 40 14 ▲26 14
盛岡第三 普通 普通 280 287 7 378 大 船 渡 普通 普通 160 160 0 165
盛岡第四 普通 普通 240 246 6 315 大船渡東 農業 農芸科学 40 21 ▲19 21
盛 岡 北 普通 普通 200 200 0 288 工業 機械電気科 40 35 ▲ 5 36
盛 岡 南 普通 普通 160 162 2 163 商業 情報処理 40 27 ▲13 28

普通 体育コース 40 41 1 44 家庭 食物文化 40 17 ▲23 17
体育 体育 40 38 ▲ 2 37 住    田 普通 普通 40 32 ▲ 8 32

不 来 方 普通 人文・理数 160 160 0 219 釜    石 普通・理数 普通・理数 160 130 ▲30 131
普通 芸術 40 40 0 48 釜石商工 工業 機械 40 34 ▲ 6 34
普通 外国語 40 38 ▲ 2 42 工業 電気電子 40 18 ▲22 18
普通 体育 40 40 0 40 商業 総合情報 40 36 ▲ 4 37

盛岡農業 農業 動物科学 40 33 ▲ 7 34 遠    野 普通 普通 160 94 ▲66 94
農業 植物科学 40 22 ▲18 22 遠野緑峰 農業 生産技術 40 29 ▲11 29
農業 食品科学 40 39 ▲ 1 40 商業 情報処理 40 28 ▲12 28
農業 人間科学 40 27 ▲13 27 大    槌 普通 普通 80 53 ▲27 53
農業 環境科学 40 32 ▲ 8 32 山    田 普通 普通 40 31 ▲ 9 34

盛岡工業 工業 機械 40 29 ▲11 28 宮    古 普通 普通 200 153 ▲47 154
工業 電気 40 25 ▲15 24 宮 古 北 普通 普通 40 30 ▲10 31
工業 電子情報 40 40 0 39 宮古商工 工業 機械システム 40 26 ▲14 24
工業 電子機械 40 36 ▲ 4 32 工業 電気システム 40 15 ▲25 14
工業 工業化学 40 17 ▲23 15 商業 総合ビジネス 40 37 ▲ 3 31
工業 土木 40 40 0 43 商業 流通ビジネス 40 40 0 43
工業 建築・デザイン 40 40 0 52 商業 情報ビジネス 40 40 0 46

盛岡商業 商業 流通ビジネス 80 82 2 109 宮古水産 水産 海洋生産 40 12 ▲28 12
商業 会計ビジネス 80 81 1 102 家庭 食物 40 34 ▲ 6 36
商業 情報ビジネス 80 82 2 115 岩    泉 普通 普通 80 38 ▲42 38

沼 宮 内 普通 普通 80 42 ▲38 42 久    慈 普通 普通 160 164 4 174
葛    巻 普通 普通 80 49 ▲31 49 久 慈 東 総合 総合 200 173 ▲27 173
平    舘 普通 普通 40 30 ▲10 30 久慈工業 工業 電子機械 40 9 ▲31 9

家庭 家政科学 40 23 ▲17 23 工業 建設環境 40 11 ▲29 11
雫    石 普通 普通 40 22 ▲18 22 種    市 普通 普通 40 13 ▲27 13
紫波総合 総合 総合 160 91 ▲69 91 工業 海洋開発 40 22 ▲18 22
花 巻 北 普通 普通 240 224 ▲16 224 大    野 普通 普通 40 17 ▲23 17
花 巻 南 普通 人文科学・自然科学 120 121 1 138 軽    米 普通 普通 80 47 ▲33 47

普通 スポーツ健康科学 40 39 ▲ 1 36 伊 保 内 普通 普通 40 26 ▲14 26
普通 国際科学 40 38 ▲ 2 38 福    岡 普通 普通　 160 119 ▲41 119

花巻農業 農業 生物科学 40 32 ▲ 8 28 福岡工業 工業 機械システム 40 26 ▲14 26
農業 環境科学 40 10 ▲30 10 工業 電気情報ｼｽﾃﾑ 40 13 ▲27 13
農業 食農科学 40 42 2 46 一    戸 総合 総合　 120 98 ▲22 98

花北青雲 工業 情報工学 40 32 ▲ 8 35 2800 2025 4 2,051
商業 ビジネス情報 80 81 1 84 8,960 7,491 ▲1,469 8,110
家庭 総合生活 40 42 2 44

大    迫 普通 普通 40 27 ▲13 27
黒沢尻北 普通 普通 240 241 1 260
北上翔南 総合 総合 200 171 ▲29 171

黒沢尻工業 工業 機械 40 28 ▲12 27
工業 電気 40 34 ▲ 6 34
工業 電子 40 27 ▲13 28
工業 電子機械 40 36 ▲ 4 36
工業 土木 40 34 ▲ 6 36 盛岡市立 普通 特別進学コース 35 37 2 43
工業 材料技術 40 20 ▲20 19 普通 普通 160 163 3 209

西 和 賀 普通 普通 40 30 ▲10 31 商業 商業 80 84 4 103
水    沢 普通・理数 普通・理数 240 222 ▲18 232 275 284 9 355
水沢農業 農業 農業科学 40 40 0 41

農業 食品科学科 40 18 ▲22 18
水沢工業 工業 機械 40 40 0 46

工業 電気 40 37 ▲ 3 35
工業 設備システム 40 35 ▲ 5 33
工業 インテリア 40 37 ▲ 3 39

水沢商業 商業 商業 40 41 1 44
商業 会計ビジネス 40 39 ▲ 1 31
商業 情報システム 40 42 2 52

前    沢 普通 普通 80 50 ▲30 51
金 ケ 崎 普通 普通 80 30 ▲50 30
岩 谷 堂 総合 総合 160 96 ▲64 99
一関第一 普通・理数 普通・理数 200 205 5 239
一関第二 総合 総合 200 198 ▲ 2 202
一関工業 工業 電気電子 40 40 0 44

工業 電子機械 40 40 0 39
工業 土木 40 33 ▲ 7 36

花    泉 普通 普通 40 37 ▲ 3 37
大    東 普通 普通 80 62 ▲18 64

商業 情報ビジネス 40 29 ▲11 30
千    厩 普通 普通 120 103 ▲17 103

農業 生産技術 40 29 ▲11 29
工業 産業技術 40 32 ▲ 8 32

大学科

総受検

者数

学校名 大学科
学科・学系
・コース

募集
定員

合格
者数

定員
差異

総受検

者数
学校名

学科・学系
・コース

募集
定員

合格
者数

定員
差異

総受検

者数

※参考＜市立＞

学校名 大学科
学科・学系
・コース

募集
定員

過不
足数

合格
者数

 

 

参考資料 No.４-２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【策定趣旨】 地域における学校の役割を重視した魅力ある学校づくりに向けて、地域の社会情勢や産業振興の動向等を踏まえ、学ぶことができる教育環境の整備を図るもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「北上川バレープロジェクト」 の推進へ 

・ 県南部の北上川流域において自動車や半導体関

連産業を中心とした産業集積の振興に対応した

高度技術人材の育成 

・ ＩoＴやＡＩを活用する『第４次産業革命技術』

のあらゆる産業分野への導入等 

 

 

 

 

 

県南地域における大規模な工業高校の新設 （令和７年度以降） 
定員240人：６学級校 （工業学科６） 

 

 

・ 盛岡工業高校、黒沢尻工業高校と並ぶ、県南における工業教育の基幹校として整備 

・ 学校規模を拡大することにより、現在設置している機械、電気、土木のほか、全国的にも設置数の少ない

設備システム、インテリアの特色ある学びを確保するとともに、ＩＴやＩoＴ、ＡＩ等、これからの技術革

新に対応した学びを実現する学科の創設を検討 

   ※ 愛知県では2021年度から県立工業高校を「工科高校」とし、ＩＴ工学科やロボット工学科等を設置 

・ 新校舎建設を前提とし、工業教育に関する最新の施設設備を整備 

統合・新設校の校名、校舎・施設設備、学科の構成等に関する具体的な内容については、統合対象校の校長等、

ＰＴＡ及び同窓会、並びに所在地の教育委員会及び地域の中学校の代表者等で構成される統合検討委員会を設

置し、委員の皆さんの意見を伺いながら検討します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 水沢工業高校の入学者数推計 
H26 H29 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 

160 134 149 136 145 142 141 132 139 135 

 ■ 一関工業高校の入学者数推計 
H26 H29 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 

156 119 113 123 121 116 113 111 109 100 

 ■ 千厩高校（工業科）の入学者数推計 
H26 H29 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 

37 33 32 28 27 26 26 25 24 23 

（参考）県南地域の中学校卒業者数見込み 

 R2  R3  R4  R5  R6  R7  

胆 江 1,174 1,046 1,117 1,104 1,090 1,018 

両 磐 1,082 1,076 1,056 1,009 1,001 961 

計 2,256 2,122 2,173 2,113 2,091 1,979 

 

 自動車や半導体関連産業等を中心とした産業集積が

進んでおり、ものづくり産業を担う人材を育成する必要

がある。 

 

・ 東北を代表するものづくり先進県として工業系の学校

を維持し、職業人の育成を推進するべきである。 

・ 少子化の状況、県の産業振興の方向性、産業界の動向・

ニーズ等、県全体の状況をしっかりと把握した上で再編

を進めるべきである。 

・ 工業については特色ある学科を増やすなど、産業人材

の育成の在り方を示すべきである。 

・ 専門高校は、学ぶ内容の異なる学科間においての競争

が学校の活性化のために必要である。 

 

21 世紀にふさわしい新しい時代を切り 

拓く先行モデルとなるゾーンの創造 

県南地域に集積する産業を支え

る人材を、この地域で育成する 

産業人材のニーズに幅広く対応できる工業教育を充実 

① 工業教育における専門性の深化・新たな学びの実現 

・ 高度化が進む新時代に対応する力や、生産性の向上に寄与する実践的な学びの実現 

・ 生徒の多様な進路実現に向けた専門分野の知識・技術の定着・向上 

・ 多様な資格取得、技能検定等への挑戦による、即戦力となる工業人材の育成 

・ 同じ学校で各分野を学んだ卒業生同士の連携による地域産業の振興 

② 学校規模の拡大による活動の活性化 
・ 体育祭、文化祭等における企画の内容の拡大、充実 

・ 部活動の充実、選択肢の増加、新たな部活動新設の可能性 

③ 地域企業の技術力と競争力の向上などによる一層の産業集積の推進 

 ・ 時代に対応した、高いレベルの人材育成による、企業誘致の促進 

 ・ ＩoＴ等の革新技術を導入した、地域企業の生産性向上に資する人材育成の促進 

④ ＩＬＣ誘致を見据えた人材の育成 

・ ＩＬＣに関わる幅広い分野で活躍できる人材育成の実現 

・ 専門科目「課題研究」等、専門教育の充実 

 

 

 

 

 

【参考】 ＩＬＣ推進モデル校における取組（主なもの） 
      岩手ＩＬＣ連携室オープンラボ見学、高エネルギー加速器研究機構（ＫＥＫ）見学（つくば市）、 
      ＩＬＣ講演会開催、文化祭での発表（模型製作、活動報告、PR活動）、推進モデル校成果交流会 等 

【統合校の状況】 
 

・ 地域企業と連携したインターンシップ、企

業見学会等の実施 

・ 「北上川流域ものづくりネットワーク」の

支援による各種技術講習会、出前授業、企

業ガイダンス、工場見学等の開催  等 

 

ボイラー技士、電気工事士、危険物取扱者、測

量士補、ITパスポート、電気工事施工管理技術

検定、土木施工管理技術検定、各種技能検定（シ

ーケンス制御、電子機器組立、機械加工、機械

保全） 等 
 

各校の実績・成果を継承し、 

更なる向上への取組を図る 

本県の産業動向 

専門教育を行う学校の状況 

地域検討会議における主な意見 

いわて県民計画（2019～2028） 

課 題 

統合による効果 

資格取得の充実 

特色ある学習活動 

県南地域における産業教育の拠点となる専門高校の整備について 

１  現 状 ２  学校の統合による魅力向上化 
 

３  県南地域の振興に向けて 
 

工業の専門的な学びを希望する、 

 

○ 主なものづくり産業（輸送用機械、半導体製造装置、 

 電子部品、デバイス等）における製造品出荷額の推移 

 H26   27    28    29 

100％ 

90％ 

80％ 

70％ 

60％ 

50％ 

ブロックを越えた工業高校の発展的統合 

千厩高校 （工業科） 
定員40名：１学科 １学級 

［産業技術科］ 

一関工業高校 
定員120名：３学科 ３学級 

[電気電子科、電子機械科、土木科] 

水沢工業高校 
定員160名：４学科 ４学級 

[ ] 

 億円 

20,000 

 

15,000 

 

10,000 

17,420 

15,510 15,964 
15,044 

67.3 69.0 
65.5 66.3 

（H26～R2は実績） 

資料No.４ 

棒グラフ：製造品出荷額、折れ線グラフ：製造業に占める割合 

（出典：工業統計調査報告書） 


